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生成する部分空間を生成するベクトル
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は R2 全体である.

R2 のベクトル
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・P2(R) の部分空間 U = hx; x2; x+ x2i
U は P2(R) の中で定数項のないもの全体からなる部分空間

⇝ U = hx; x2i で x+ x2 は不要.
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生成するのに不要なベクトル
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Q. 生成するベクトルで無駄ものは結局何か?
(1)

(この時点で自分の考えを書いてみよう. 正解である必要はない)
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検証

ポイント

U = hu; vi, w 2 U ⇝ U = hu; v; wi ) w は不要.
U = hu; vi, w 2 U ⇝ U „ W = hu; v; wi

) 不要なものは削りたい ⇝
不要なもの ≒ 他のベクトルの 1 次結合ですでに書けるもの

) 「1 次従属」の概念
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1 次従属の例
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「3 つのベクトルのうち, どれか 1 つが他の 2 つのベクトルで書ける」

注 「すべてのベクトルが他のベクトルの 1 次結合で表わせる」ではない.
「どれか 1 つでも他のベクトルの 1 次結合で表わせる」である.
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1 次従属・1 次独立の定義

・V ベクトル空間 =K, v1; v2; : : : ; vm が 1 次従属

, ある係数 (c1; c2; : : : ; cm) ,
(8) が存在して,

(9)

となること.

☆ 1 次従属でないことを 1 次独立という. i.e.

・V ベクトル空間 =K, v1; v2; : : : ; vm が 1 次独立

,
(10)

となること.
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1 次独立性の同値条件

v1; v2; : : : ; vm が 1 次独立

, a1v1 + a2v2 + ´ ´ ´+ amvm = b1v1 + b2v2 + ´ ´ ´+ bmvm
ならば a1 = b1, a2 = b2, ..., am = bm

簡単のため, 3 つのベクトルで示す. x; y; z が 1 次独立,
ax+ by+ cz = a0x+ b0y+ c0 z と仮定

∴ a = a0; b = b0; c = c0
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